
ど、年々病棟から拡大しており（宮谷，大見，宮
城島2013）、小児病棟で１人の患児を受け持ち、
子どもと関係性を築きながら成長発達段階や病態
を理解し、看護の援助技術を学んでいく従来型の
実習を行うことが困難な状況がある。このような
状況から、看護教育の現場では、学内で講義と演
習を組み合わせて効果的に学習を促すことが求め
られている（厚生労働省，2019）。基礎看護学領

Ⅰ．はじめに
近年、少子化の影響などもあり、子どもとの接

触体験が少ない学生も多く、子どもとその家族と
接することに不安や緊張を感じる学生も少なくな
い（西田，北島，2005）。一方で、医療現場では
在院日数の短縮化や小児科の縮小などにより、小
児看護の実習の場は外来や子育て支援センターな
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要旨
［目的］本研究の目的は、親子の協力を得た“身体計測・発達評価演習”の学生の学びを明らかにし、対象理
解や関わり方の実践能力を養う教育方法を検討することである。
［方法］２年次後学期科目である小児看護援助論Ⅰにおいて①基本的な技術の習得、②受け持ち事例に関わる
準備、③④実際の親子が参加しての身体計測と発達評価演習、⑤実際の子どもの身体計測と発達評価を通し
ての学びの共有の５コマ（90分／１コマ）で構成した“身体計測・発達評価演習”を開発した。2019年度の
淑徳大学看護栄養学部２年次学生のうち研究協力に同意が得られた69名（66.3％）の事後レポートの記述を
対象とし、質的に分析した。
［結果］学生の学びに関する218の記述から15サブカテゴリ、４カテゴリが抽出された。学生は、【体験を通
しての実感】を得られたことで【対象理解】や【対象との関わり方】、【身体計測・発達評価の効果的な方法
や工夫】の理解につなげることができていた。
［結論］学生は、直接子どもと親と関わり、子どものリアルな反応に直面することで、子どもの特性と成長・
発達段階を肌で感じる機会になり、理解を深めることができた。
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盤となる［小児の成長発達］［小児の権利・倫理的
態度］［関連理論］を、小児看護援助論Ⅰでは、
［小児と家族のアセスメント］［小児の症状の特徴
と看護］を、小児看護援助論Ⅱでは［疾患・障がい
をもつ小児の看護］［看護過程］について学修する。
“身体計測・発達評価演習”は、小児看護援助論
Ⅰの一部である。小児看護援助論Ⅰは、アセスメ
ントと対症看護「看護の対象である小児と家族の
アセスメント方法について学ぶ」ことを学修目的
の一つとしている。本演習では、概論で学んだ小
児の成長発達の知識を元に、援助論Ⅰの講義で学
んだ小児と家族との援助関係の構築の知識を体現
し、３年次の看護過程と実習につなげることをね
らいとする。
２）“身体計測・発達評価演習”プログラムの実際
本演習の開発にあたっては、科目の目的に照ら
し合わせると共に、小児看護学領域において模擬
患者を用いた教育方法（西田・合田・中尾，2019；
松澤・白木・眞崎，2021）に関する文献をレビ
ューし、複数の教員で検討を重ねた。演習は、表
１に示したように、①基本的な技術の習得、②受
け持ち事例に関わる準備、③④実際の親子が参加
しての身体計測と発達評価演習、⑤実際の子ども
の身体計測と発達評価を通しての学びの共有の５
コマ（90分／１コマ）での構成とした。尚、実際
の親子と関わる演習の事前準備として、乳幼児期
の子どもの①認知発達、②コミュニケーション・
言葉の理解、③子どもの日常生活の自立度、④遊
びの特徴に関するレポートと、⑤乳幼児の行動か
ら、年月齢を推察するという夏期課題を課した。
“身体計測・発達評価演習”で実際に関わらせて
頂く子どもは、学生が工夫をしてコミュニケーシ
ョンをとる必要がある生後６か月～就学前までの
乳幼児とした。また、個々の学生が主体的に役割
を果たせるように、かつ乳幼児期の子どもに恐怖
心を与えないように、１グループの人数は、４名
～５名とした。当日は、器具の数・種類の関係上、
全体を２つのグループに分けてAグループは身体
計測から行い、Bグループは発達評価から行なっ
た（表２）。
家族のリクルートは、ちらしを作成し、本学の
卒業生、小児看護学の教員の知り合い、実習病院

域、成人看護学領域、老年看護学領域などの、大
人が看護の対象者である領域では、模擬患者を取
り入れた演習が多くの大学で取り入れられている
が、小児が看護の対象者である小児看護学領域に
おいて、実際の小児に協力を得て行うプログラム
に関する報告は非常にまれである（吉川，青野，
田中ら，2016；栁，2010）。
本学のシラバスにおいても、病棟での受け持ち
実習の前に保育園などの健康な子どもと触れ合う
プログラムは設定してない。また、小児看護学実
習においても重症心身障がい児を受け持つ学生が
全体の３割、学童期以上の年長児を受け持つ学生
が４割程度を占め、特に成人と異なる関わりが求
められる乳幼児を受け持てる学生は３割程度にす
ぎない。
そこで、学生が子どもの反応を体験し、適切な
援助を学ぶ方法として、身体計測とデンバーⅡを
用いた成長発達評価演習に実際の親子に協力を得
る教育方法を試みた。デンバーⅡは、０歳から６
歳までの子どもの発達判定法であり、子どもの異
常を早期に発見する一次スクリーニングで用いら
れるものである。本研究の目的は、親子の協力を
得た身体計測・発達評価演習（以下身体計測・発
達評価演習）の振り返りと学びを記述した事後レ
ポートから、子どもとその家族への関わり方と対
象理解に関する学びを明らかにすることであり、
その結果を基に、子どもとその家族の対象理解や
関わり方の実践能力を養う教育方法を検討したの
でここに報告する。尚、本研究における「子ども」
は、今回の演習の対象である未就学児を指すこと
とする。

Ⅱ．研究方法
１．身体計測・発達評価演習プログラムの開発
１） 小児看護学における“身体計測・発達評価演
習”の位置づけ
本学の小児看護学のカリキュラムは、２年次の
前学期に小児看護学概論（16時間１単位）・後学
期に小児看護援助論Ⅰ（30時間１単位）・３年次
前期に小児看護援助論Ⅱ（60時間２単位）、３年
次後期に小児看護学実習（90時間２単位）で構成
している。小児看護学概論では、小児看護学の基
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力への同意が得られ、匿名化して再度提出された
レポートのコピーを分析対象とした。

３．調査期間
調査期間は、2019年９月から2020年１月であ
った。

４．調査方法
本演習が含まれている科目である小児看護援助
論Ⅰの最終講義終了後に、“身体計測・発達評価演
習”のレポートを返却し、文書と口頭で研究に関
して説明した。研究参加に承諾する学生には、課
題レポート返却時に添付したレポートのコピーか
ら学生氏名が記載されている部分を切り取り、匿

の看護師などに依頼した。ちらしには学生の学習
状況や技術の習得が未熟であること、演習で得ら
れた情報に関する個人情報保護などの倫理的配慮
に関することを記述した。依頼内容は、①学生に
よる身体計測（身長・体重・胸囲・頭囲）、②学生
による発達評価（デンバーⅡを用いた発達判定）、
③子育てについてのお話とし、約２時間の協力へ
の謝礼を準備した。

２．研究対象者
研究対象者は、A大学において2019年度に開講

された「小児看護援助論Ⅰ」の履修学生104名の
うち、研究への同意が得られた69名とした。演習
終了後に提出された課題レポートのうち、研究協

表１　親子に協力を得た身体計測と発達評価演習のスケジュールと内容
時間数 演 習 の 目 的 演 習 内 容
１コマ目 演習①：技術演習

目的：身体計測と発達評価の方法を学ぶ
・・ １学年を２つのグループ（A/B）に分ける。
・・ A/Bグループの中でさらに４‒５人の小グループに分ける
・・ 【デンバーⅡを用いた発達評価（45分）】と【モデル人形を用いた身体計測（45分）】
について講義・技術演習方式で教授する。

２コマ目 演習②：事前準備
目的：受け持ちの子どもと家族との関わり
方・身体計測と発達評価の方法を考える

・・ 適した身体計測・デンバーⅡの方法・関わりの工夫・親子との事前面談で知
りたい内容について話し合う。
・・ グループで実施方法・注意点などを記録用紙に記述し、実施担当者を決める。

３コマ目
４コマ目

演習③④：実施当日
目的：実際の親子に関わり身体計測と発
達評価を行う

・・ ４‒５人で１組の親子を担当する。
・・ 親子のことを知り、子どもと仲良くなるために、事前面談を行う。
・・ 身体計測（頭囲・胸囲・身長・体重）とデンバーⅡを用いた発達評価を行う。

５コマ目 演習⑤：振り返り
目的：身体計測・発達評価演習を振り返
り、学びを共有する

・・ ③④を実施したグループで、「事前に計画した方法」や「実際の関わり」につ
いて振り返る。
・・ 他の発達年齢を担当した学生とグループを組みなおし、異なる年齢で実施し
た体験を共有する。
・・ 事後課題として、個人で最終レポート（A4 １枚）を記述する。

時間 Aグループ Bグループ
9:00～ 9:30 グループ毎に最終確認
9:30～ 9:40 協力親子への挨拶と流れの説明
9:40～10:00 1‒204講義室

親子とのコミュニケーション
家庭での様子等の面談

ラーニングコモンズ
親子とのコミュニケーション
家庭での様子等の面談

10:00‒10:40 身体計測の実施
２歳以上：母性小児看護実習室
２歳未満：地域実習室

デンバーⅡの実施
１．記録表に必要事項を記載
２．予備判定票を用いて話を聞く
３．デンバーの器具を用いて実施
４．実施した項目に〇を付ける

10:40‒10:50 ラーニングコモンズへ移動 母性小児看護実習室／地域実習室へ移動
10:50‒11:30 デンバーⅡの実施

１．記録表に必要事項を記載
２．予備判定票を用いて話を聞く
３．デンバーの器具を用いて実施
４．実施した項目に〇を付ける

身体計測の実施
２歳以上：母性小児看護実習室
２歳未満：地域実習室

11:30‒11:40 親子へのお礼・挨拶
11:40‒12:10 会場の現状復帰・2‒201教室へ移動

表２　実際に親子と関わる演習③④のスケジュール

盤となる［小児の成長発達］［小児の権利・倫理的
態度］［関連理論］を、小児看護援助論Ⅰでは、
［小児と家族のアセスメント］［小児の症状の特徴
と看護］を、小児看護援助論Ⅱでは［疾患・障がい
をもつ小児の看護］［看護過程］について学修する。
“身体計測・発達評価演習”は、小児看護援助論
Ⅰの一部である。小児看護援助論Ⅰは、アセスメ
ントと対症看護「看護の対象である小児と家族の
アセスメント方法について学ぶ」ことを学修目的
の一つとしている。本演習では、概論で学んだ小
児の成長発達の知識を元に、援助論Ⅰの講義で学
んだ小児と家族との援助関係の構築の知識を体現
し、３年次の看護過程と実習につなげることをね
らいとする。
２）“身体計測・発達評価演習”プログラムの実際
本演習の開発にあたっては、科目の目的に照ら
し合わせると共に、小児看護学領域において模擬
患者を用いた教育方法（西田・合田・中尾，2019；
松澤・白木・眞崎，2021）に関する文献をレビ
ューし、複数の教員で検討を重ねた。演習は、表
１に示したように、①基本的な技術の習得、②受
け持ち事例に関わる準備、③④実際の親子が参加
しての身体計測と発達評価演習、⑤実際の子ども
の身体計測と発達評価を通しての学びの共有の５
コマ（90分／１コマ）での構成とした。尚、実際
の親子と関わる演習の事前準備として、乳幼児期
の子どもの①認知発達、②コミュニケーション・
言葉の理解、③子どもの日常生活の自立度、④遊
びの特徴に関するレポートと、⑤乳幼児の行動か
ら、年月齢を推察するという夏期課題を課した。
“身体計測・発達評価演習”で実際に関わらせて
頂く子どもは、学生が工夫をしてコミュニケーシ
ョンをとる必要がある生後６か月～就学前までの
乳幼児とした。また、個々の学生が主体的に役割
を果たせるように、かつ乳幼児期の子どもに恐怖
心を与えないように、１グループの人数は、４名
～５名とした。当日は、器具の数・種類の関係上、
全体を２つのグループに分けてAグループは身体
計測から行い、Bグループは発達評価から行なっ
た（表２）。
家族のリクルートは、ちらしを作成し、本学の
卒業生、小児看護学の教員の知り合い、実習病院

域、成人看護学領域、老年看護学領域などの、大
人が看護の対象者である領域では、模擬患者を取
り入れた演習が多くの大学で取り入れられている
が、小児が看護の対象者である小児看護学領域に
おいて、実際の小児に協力を得て行うプログラム
に関する報告は非常にまれである（吉川，青野，
田中ら，2016；栁，2010）。
本学のシラバスにおいても、病棟での受け持ち

実習の前に保育園などの健康な子どもと触れ合う
プログラムは設定してない。また、小児看護学実
習においても重症心身障がい児を受け持つ学生が
全体の３割、学童期以上の年長児を受け持つ学生
が４割程度を占め、特に成人と異なる関わりが求
められる乳幼児を受け持てる学生は３割程度にす
ぎない。
そこで、学生が子どもの反応を体験し、適切な

援助を学ぶ方法として、身体計測とデンバーⅡを
用いた成長発達評価演習に実際の親子に協力を得
る教育方法を試みた。デンバーⅡは、０歳から６
歳までの子どもの発達判定法であり、子どもの異
常を早期に発見する一次スクリーニングで用いら
れるものである。本研究の目的は、親子の協力を
得た身体計測・発達評価演習（以下身体計測・発
達評価演習）の振り返りと学びを記述した事後レ
ポートから、子どもとその家族への関わり方と対
象理解に関する学びを明らかにすることであり、
その結果を基に、子どもとその家族の対象理解や
関わり方の実践能力を養う教育方法を検討したの
でここに報告する。尚、本研究における「子ども」
は、今回の演習の対象である未就学児を指すこと
とする。

Ⅱ．研究方法
１．身体計測・発達評価演習プログラムの開発
１） 小児看護学における“身体計測・発達評価演
習”の位置づけ
本学の小児看護学のカリキュラムは、２年次の

前学期に小児看護学概論（16時間１単位）・後学
期に小児看護援助論Ⅰ（30時間１単位）・３年次
前期に小児看護援助論Ⅱ（60時間２単位）、３年
次後期に小児看護学実習（90時間２単位）で構成
している。小児看護学概論では、小児看護学の基

37

淑大看栄紀要 J.S.N.N.ShukutokuU Vol.14, 2022



相手に伝えない事などを親子と直接関わる演習の
前に指導した。

Ⅲ．結果
１．“身体計測・発達評価演習”の実際
演習①基本的な技術の習得は、104名の学生を
52名ずつに分け、さらに１グループを４‒５名に
分けて演習を実施した。【新生児モデル人形を用い
た身体計測（45分）】では、身長・体重・胸囲・
頭囲を測定し、カウプ指数の計算と体格の評価を
行った。【デンバーⅡを用いた発達評価（45分）】
では、１グループにデンバーⅡ判定用具を１セッ
トずつ配布し、道具を確認すると共に、教員が実
際に評価判定している自作のDVDを用いて、学生
各自で判定票への記入を行った。
演習②の前に親子の協力を募り、26組の協力を
得ることが出来た。年齢は平均35.0か月（７か月
～６歳５か月）、男児10名女児16名であった。そ
こで演習②では、学生を26グループに分けて受け
持ち事例に関わる準備を行った。学生は担当とな
った子どもの日常生活・遊び・認知発達などを概
論で学んだことを基盤にイメージすると共に、身
体計測と発達評価について方法と当日の担当を決
め、手順と留意点を紙面に記述した。ほとんどの
グループが４名であり、演習③④の当日には全て
の学生が何かしらの役割を果たす必要があり、ど
のグループも真剣に準備をしていた。
演習③④の当日に３組の親子の欠席があり、12
名の学生は予定していたグループ以外の親子と関
わることになった。最終的な子どもの年齢は平均
35.4か月（９か月～６歳５か月）、男児９名、女児
14名であった。できるだけ演習②で準備していた
子どもの年齢と近いグループに振り分けるように
した。準備していた子どもの年月齢との差は、最
大５か月であった。小児看護学の教員３名と大学
院生は、４つの部屋をひとつずつ担当し、主に子
どもの安全に留意して関わった。体重計に乗るこ
とを嫌がり泣いてしまったり、発達評価をしてい
る間に眠くてぐずってしまったりなど、学生が関
わりに苦慮している場面では、一部教員の支援が
必要なこともあった。多くのグループにおいては、
一緒にいる親からの支援だけで、学生は子どもと

名化したものを提出してもらった。尚、提出ボッ
クスは教室外に設置し、提出期間を説明時から１
週間と設定した。

５．調査内容
演習の最終レポートの課題である「自分が行っ
た役割を振り返り、印象に残った子どもとのやり
取りの場面とそこからの学び」と「共有ワークか
らの学び」に関する記述のうち、本研究では、「自
分が行った役割を振り返り、印象に残った子ども
とのやり取りの場面とそこからの学び」の記述の
みを分析対象とした。

６．分析方法
記載された学生の学びの内容を意味内容がわか
るようにコード化した。コード化した学生の学び
を意味内容の類似性と相違性を類別し、サブカテ
ゴリ、カテゴリにまとめた。分析に当たっては、
小児看護学の教育・研究・実践経験に長けた複数
のメンバーで行った。

７．倫理的配慮
本研究は、淑徳大学看護栄養学部研究倫理審査
委員会の承認（N19‒09）を得て実施した。本研
究は、科目の担当者である教員が、受講者である
学生を対象に行う研究であるため、研究への参加
において教員の強制力が働かないように、「小児看
護援助論Ⅰ」における単位の取得や成績とは一切
無関係であり、研究への参加・不参加により研究
対象者が不利益を受けることはないことを依頼時
に文書と口頭で説明した。さらに、研究協力への
承諾の有無が教員に知られないように、研究同意
を示す課題レポートのコピーを提出するボックス
は教員の目の届かない場所に設置した。さらに、
ボックスからのレポートの取り出しは成績処理後
に行う事、レポートのデータ化は教員以外の者が
行うこととし、学生にも説明した。
尚、外部から親子に協力を頂く演習であるため、
看護学生として守るべき守秘義務について説明す
ると共に、演習で得た個人情報（氏名・年齢・居
住地など）は授業の目的以外では一切口外しない
こと、氏名以外の学生自身の個人情報についても
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愛着関係が築けているのだと感じた」「子供だけと
のやり取りだけでなく、両親とのやり取りの中で
子どもとの関わり方の工夫を知った」など、［親子
のやりとりからイメージできる日常の関係性］を
アセスメントしたり、［親とのやりとりから理解す
る親の子どもへの接し方］など、子どもと親の両
方を〈親子との関わりを通した情報収集による対
象理解〉出来ていた。
【対象との関わり方】に関する記述数は93で最も
多く、18コード、６つのサブカテゴリが抽出され
た。「子どもがずっと泣いており、知らない環境に
連れてこられ、緊張していると考えた。デンバー
の測定を場に慣れてから行えばよかったと思った」
などの［子どもの不安を軽減する環境づくりの必
要性］、「ちょっとしたことでも言葉にしてほめる
ことで子どもも嬉しそうに笑顔になり、自分から
体重計に乗ってくれた」などの［主体性を促す子
どもへの称賛］、「事前に母親から聞いていた情報
から、身体測定時に一人で衣服の着脱を行っても
らった」などの［親からの情報を活用した子ども
との関わり方］、「会話の中の表情や声の抑揚から
好きな物・事をくみ取り、こちらから話題を振る
ことで心を開いてもらいやすくなる」という［子
どもとのコミュニケーションに必要な積極的な関
わり］などから抽出された〈子どもや家族の状況
や言動に合わせた対応〉〈子どもの状況を予測した
関わり〉〈子どもとの関係性を築くための関わり〉
〈子どもに親しみのある言語を用いた関わり〉とい
う子どもと家族との関りを進めたり深めたりする
関り方に加え、「また自分が緊張していると相手の
子供に伝わる可能性が考えられるため、まず自分
がリラックスして子供の測定を進めていくことが
大事だと感じた」などの〈対象者に伝播する学生
の緊張〉や「なんでも口に持っていく発達段階で
あったため、積み木をすぐにしまう事故予防を行
った」などの〈発達段階に合わせた安全への配慮
の必要性〉についても学ぶ機会になっていた。
また、本演習は、身体計測と発達評価という看
護技術を行う場でもあり、「測定後に時間がかかっ
てしまった事を反省し、イメージトレーニングの
必要を感じた」「事前に学習していたことで、実際
に関わり生活について知り、なぜそのような生活

関わることが出来ていた。胸囲・頭囲測定におい
ては、正しく測れていないグループが複数見受け
られたが、正確に測ることよりも子どもと親との
関りからの学びに重点を置いたため、教員が測定
を手助けすることで子どもへの負担が大きくなら
ないように配慮した。参加した親からは、「これか
ら何をするか、子どもにちゃんと説明してくれた
ので、本人も安心して出来た」「一つ一つ褒めても
らって、本人はとても嬉しそうだった」など、８
割以上の親が学生に安心して任せられたと評価し
ていた。
演習⑤では、参加した親御さんのアンケート結

果を学生に伝えた後で、演習③④を行ったグルー
プでの振り返りとグループをシャッフルしての異
なる年齢の子どもとの関わり体験の共有ワークを
行った。

２．学生の学び
研究への同意が得られた69名の学生の課題レ

ポートの記述から、278の記述が得られた。278の
記述のうち、子どもとその家族への関わり方と対
象理解に関する学びに関する218の記述について、
類似性と相違性を検討して分析した結果、コード
数は51件、15サブカテゴリ、４カテゴリが抽出さ
れた（表３）。以下、文中の【　】はカテゴリ、
〈　〉はサブカテゴリ、［　］はコード「　」はレ
ポートの記述（斜体）を示す。
【対象理解】に関する記述数は74、11のコードか
ら２つのサブカテゴリに集約された。学生は、子
どもとの関わりを通して、「担当した子どもは４歳
ながらも５、６歳で出来る内容もできており、子
どもにより違いがあると分かった」「普段一緒に過
ごす人や、信頼している相手が近くに来たことで
活発に動けたり嬉しそうな表情になる」「ずっと動
いている子どもを見て、子どもってこういうもの
なのだと実感した」「歳が小さいほど純粋に早く心
を開いてくれるのではないかと思った」「微細運動
の測定では言葉を簡単な言葉に言い換えなくても
理解していた」など、〈子どもとの関わりから得た
子どもに関する理解の深まり〉が見られた。また、
「すごく泣いていたが、徐々に泣き止んでいったの
で普段からお父さんは良く育児をしているため、

相手に伝えない事などを親子と直接関わる演習の
前に指導した。

Ⅲ．結果
１．“身体計測・発達評価演習”の実際
演習①基本的な技術の習得は、104名の学生を
52名ずつに分け、さらに１グループを４‒５名に
分けて演習を実施した。【新生児モデル人形を用い
た身体計測（45分）】では、身長・体重・胸囲・
頭囲を測定し、カウプ指数の計算と体格の評価を
行った。【デンバーⅡを用いた発達評価（45分）】
では、１グループにデンバーⅡ判定用具を１セッ
トずつ配布し、道具を確認すると共に、教員が実
際に評価判定している自作のDVDを用いて、学生
各自で判定票への記入を行った。
演習②の前に親子の協力を募り、26組の協力を
得ることが出来た。年齢は平均35.0か月（７か月
～６歳５か月）、男児10名女児16名であった。そ
こで演習②では、学生を26グループに分けて受け
持ち事例に関わる準備を行った。学生は担当とな
った子どもの日常生活・遊び・認知発達などを概
論で学んだことを基盤にイメージすると共に、身
体計測と発達評価について方法と当日の担当を決
め、手順と留意点を紙面に記述した。ほとんどの
グループが４名であり、演習③④の当日には全て
の学生が何かしらの役割を果たす必要があり、ど
のグループも真剣に準備をしていた。
演習③④の当日に３組の親子の欠席があり、12
名の学生は予定していたグループ以外の親子と関
わることになった。最終的な子どもの年齢は平均
35.4か月（９か月～６歳５か月）、男児９名、女児
14名であった。できるだけ演習②で準備していた
子どもの年齢と近いグループに振り分けるように
した。準備していた子どもの年月齢との差は、最
大５か月であった。小児看護学の教員３名と大学
院生は、４つの部屋をひとつずつ担当し、主に子
どもの安全に留意して関わった。体重計に乗るこ
とを嫌がり泣いてしまったり、発達評価をしてい
る間に眠くてぐずってしまったりなど、学生が関
わりに苦慮している場面では、一部教員の支援が
必要なこともあった。多くのグループにおいては、
一緒にいる親からの支援だけで、学生は子どもと

名化したものを提出してもらった。尚、提出ボッ
クスは教室外に設置し、提出期間を説明時から１
週間と設定した。

５．調査内容
演習の最終レポートの課題である「自分が行っ

た役割を振り返り、印象に残った子どもとのやり
取りの場面とそこからの学び」と「共有ワークか
らの学び」に関する記述のうち、本研究では、「自
分が行った役割を振り返り、印象に残った子ども
とのやり取りの場面とそこからの学び」の記述の
みを分析対象とした。

６．分析方法
記載された学生の学びの内容を意味内容がわか

るようにコード化した。コード化した学生の学び
を意味内容の類似性と相違性を類別し、サブカテ
ゴリ、カテゴリにまとめた。分析に当たっては、
小児看護学の教育・研究・実践経験に長けた複数
のメンバーで行った。

７．倫理的配慮
本研究は、淑徳大学看護栄養学部研究倫理審査

委員会の承認（N19‒09）を得て実施した。本研
究は、科目の担当者である教員が、受講者である
学生を対象に行う研究であるため、研究への参加
において教員の強制力が働かないように、「小児看
護援助論Ⅰ」における単位の取得や成績とは一切
無関係であり、研究への参加・不参加により研究
対象者が不利益を受けることはないことを依頼時
に文書と口頭で説明した。さらに、研究協力への
承諾の有無が教員に知られないように、研究同意
を示す課題レポートのコピーを提出するボックス
は教員の目の届かない場所に設置した。さらに、
ボックスからのレポートの取り出しは成績処理後
に行う事、レポートのデータ化は教員以外の者が
行うこととし、学生にも説明した。
尚、外部から親子に協力を頂く演習であるため、

看護学生として守るべき守秘義務について説明す
ると共に、演習で得た個人情報（氏名・年齢・居
住地など）は授業の目的以外では一切口外しない
こと、氏名以外の学生自身の個人情報についても
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もらしさ』を肌で感じる機会になっていた。小児
看護の実践は、成長発達の特徴を理解し、『子ど
も』をイメージ出来ることが基盤となる。学生は、
実際の子どもと直接関わる中で、子どもの発達、
個別性の有無、子どもの行動特徴などを理解し、
子どもに対する対象理解を深めることが出来てい
た。この結果は、実際の乳幼児に対してバイタル
サイン測定と身体計測を行う学内演習をした学生
の、『子どもは不安や緊張・恐怖を感じやすく、泣
いたり拒否したりする』『子どもはじっとしていら
れない』などの子どもの特徴に関する学び（吉川，
青野，田中ら，2016）と同様であり、看護技術を
媒介にした関りであっても、実際の子どもと関わ
る体験は、学生の子どもに関する理解を深める効
果があると評価できる。特に、〈子どもや家族の状
況や言動に合わせた対応〉〈子どもとの関係性を築
くための関わり〉〈子どもに親しみのある言語を用
いた関わり〉など、子どもや家族に配慮した関わ
りの工夫の必要性に関する学びは、小児看護学教
育における『態度』に関連する学びである。『態
度』に関する学びは、実際に子どもや家族とコミ
ュニケーションをとったからこそ得られた学びで
あり、病棟や外来における小児看護学実習での学
び（山本，上山，2016）と共通するものであっ
た。訓練を受けた模擬患者を親として技術演習に
参加してもらった報告（兒玉，納富，藤丸，2009）
では、模擬患者から個々の学生がフィードバック
を受けることで、コミュニケーションの難しさの
再確認ができていた。本研究における学生の自ら
の行動の反省的表現は［子どもに伝わる学生自身
の緊張］と［子どもとの関わりを改善するための
振り返り］の２つであった。今回の演習では、参
加してくれた保護者からの評価は、オンラインの
アンケートフォームに記入して頂く方法で行い、
学生個々の言動へのアドバイスを頂く時間は設け
ていなかった。個別にフィードバックをもらうこ
との意義や目的、必要性については、今後の検討
事項の一つである。
また、今回技術として提供した身体計測と発達
評価に関して、正確な評価の為には、学生自身が
必要な知識と技術を身につけ、事前準備を行うこ
とが重要であることを学ぶ機会にもなった。学生

になるのかを改めて考えることができた」などの
［正確な評価を行うために必要な知識と事前準備］
や「子どもが好きなものを見せたり鳴らしたりし
て子どもの気をまぎらわせると、計測がスムーズ
にでき、正しく測定できるようになる」などの［正
確な評価を行うための環境作り］など、【身体計
測・発達評価の効果的な方法や工夫】についても
学ぶことが出来ており、25の記述から13のコー
ド、４つのサブカテゴリが抽出された。
さらに学生は、実際の親子に関わることで、「子

どもが母親の陰に隠れる・話しかけられると逃げ
るなどの行動から、うまく関わっていけるのか不
安になった」など［子どもの反応に伴い生じた困
難感］や「子供の顔から笑顔が見られたり、たく
さん話しかけてくれるようになって、私自身の緊
張が解けたのと同時に嬉しさがあった」などの〈子
どもの反応に伴い生じた喜び〉を経験し、〈演習で
得た小児看護への理解・意欲〉など、【体験を通し
ての実感】を得ており、26の記述から８つのコー
ド、３つのサブカテゴリが抽出された。

Ⅳ．考察
１．実際の親子と関わることでの学生の学び
学生は、実際に乳幼児とその親と関わることで、
小児看護の対象者である子どもと家族の両方の【対
象理解】【対象との関わり方】、本演習で提供した
技術に関連した【身体計測・発達評価の効果的な
方法や工夫】について多くの学びを得ていた。特
に今回は“身体計測・発達評価演習”であったた
め、〈子どもとの関わりから得た子どもに関する理
解の深まり〉に含まれる［子どもの発達の理解］
に関する記述が29と最も多かった。次に記述が多
かったのは〈子どもや家族の状況や言動に合わせ
た対応〉の［子どもの特徴を捉えた関わりの工夫］
であり、全部で100分程度という決して長い時間
の関わりではなかったが、学生は目の前にいる子
どもの特徴を捉えることの重要性や意味を実感す
ることが出来ていた。さらに「子どもってこうい
うものなのだと実感した」などの［子どもとの関
わりから実感した「子ども」の生態］に関する記
述も13あったことから、子どもとの直接的なやり
とりや観察をすることで、成人とは異なる『子ど
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表３　子どもとその家族への関わり方と対象理解に関する学び
カテゴリ サブカテゴリ（15） コ ー ド （51）

対

象

理

解

子どもとの関わりから得た子どもに関する理
解の深まり

実際に関わることによる子どもの個別性の理解 7
子どもの発達の理解 29
子どもとの関わりから実感した「子ども」の生態 13
子どもの行動特徴の理解 8
環境が子どもの成長発達に与える影響 4
子どもの発達を踏まえた適切な関係性 4

親子との関わりを通した情報収集による対象
理解

親子のやりとりからイメージできる日常の関係性 3
関わる人での子どもの様子の違い 2
親子のやり取りを通しての情報収集 1
親とのやりとりから理解する親の子どもへの接し方 1
子どもとの関わりを通した情報収集と活用 1

対
象
と
の
関
わ
り
方

子どもや家族の状況や言動に合わせた対応

子どもの特徴を捉えた関わりの工夫 18
主体性を促す子どもへの称賛 9
子どもの不安を軽減する環境づくりの必要性 6
子どもの状況に合わせた臨機応変な対応 6
子どもの不安や緊張を軽減する声掛け 6

子どもの状況を予測した関わり

計測や発達評価を子どもが楽しめる関わり方の工夫 5
親からの情報を活用した子どもとの関わり方 5
身体計測に伴う苦痛を最小限にする関わり 4
身体計測に伴う苦痛を最小限にする工夫 3
子どもの発達を踏まえた適切な関わりによる効果 3

子どもとの関係性を築くための関わり
子どもとのコミュニケーションに必要な積極的な関わり 1
子どもに関心を寄せていることを五感で示す関わり 2

子どもに親しみのある言語を用いた関わり
親しみのある言語を用いた関わり方 9
子どもが理解できる言葉の使用 3
子どもにとってイメージしやすい言葉を用いたコミュニケーション 3

対象者に伝播する学生の緊張 子どもに伝わる学生自身の緊張 3

発達段階に合わせた安全への配慮の必要性
発達段階に合わせた安全への配慮の必要性 6
子どもの理解度や安全を考えた関り 1

身
体
計
測
・
発
達
評
価
の
効
果
的
な
方
法
や
工
夫

発達の連続性とデンバーⅡの4領域の関連性
の理解と実感

発達評価における発達の連続性の理解の必要性 2
発達領域の関連性の理解 2

正確な評価を行うために必要な知識と事前準
備

事前学習における準備不足 5
技術に関する知識の必要性の認識 2
事前学習や準備の必要性の実感 2
子どもとの関わりから気づく評価指標の限界 1
苦痛を最小限にするための技術の準備の必要性 1

正確な評価を行うための環境作り

正確な評価のための子どもとの関係構築の必要性 2
適切な検査方法の実施のための子どもの心理的準備 2
正確な評価のための環境作り 1
正しい発達評価のための多面的な観察の必要性 1

正確な評価を行うために必要な技術 成長評価のために必要な正確な測定技術 2
デンバーⅡ発達評価の適切な実施 2

体
験
を
通
し
て
の
実
感

演習で得た小児看護への理解・意欲
演習で得た小児看護への意欲 4
小児に関わる看護師のイメージ化 1
子どもの意思を尊重しなければならない強い思い 1

子どもとの関わりの振り返り 子どもとの関わりを改善するための振り返り 2

子どもの反応に伴い生じた学生の感情の変化

子どもの反応に伴い生じた困難感 7
子どもの反応に伴い生じた喜び 6
子どもの理解不足に関する予期的不安 4
できなかったという学生の思い 1

もらしさ』を肌で感じる機会になっていた。小児
看護の実践は、成長発達の特徴を理解し、『子ど
も』をイメージ出来ることが基盤となる。学生は、
実際の子どもと直接関わる中で、子どもの発達、
個別性の有無、子どもの行動特徴などを理解し、
子どもに対する対象理解を深めることが出来てい
た。この結果は、実際の乳幼児に対してバイタル
サイン測定と身体計測を行う学内演習をした学生
の、『子どもは不安や緊張・恐怖を感じやすく、泣
いたり拒否したりする』『子どもはじっとしていら
れない』などの子どもの特徴に関する学び（吉川，
青野，田中ら，2016）と同様であり、看護技術を
媒介にした関りであっても、実際の子どもと関わ
る体験は、学生の子どもに関する理解を深める効
果があると評価できる。特に、〈子どもや家族の状
況や言動に合わせた対応〉〈子どもとの関係性を築
くための関わり〉〈子どもに親しみのある言語を用
いた関わり〉など、子どもや家族に配慮した関わ
りの工夫の必要性に関する学びは、小児看護学教
育における『態度』に関連する学びである。『態
度』に関する学びは、実際に子どもや家族とコミ
ュニケーションをとったからこそ得られた学びで
あり、病棟や外来における小児看護学実習での学
び（山本，上山，2016）と共通するものであっ
た。訓練を受けた模擬患者を親として技術演習に
参加してもらった報告（兒玉，納富，藤丸，2009）
では、模擬患者から個々の学生がフィードバック
を受けることで、コミュニケーションの難しさの
再確認ができていた。本研究における学生の自ら
の行動の反省的表現は［子どもに伝わる学生自身
の緊張］と［子どもとの関わりを改善するための
振り返り］の２つであった。今回の演習では、参
加してくれた保護者からの評価は、オンラインの
アンケートフォームに記入して頂く方法で行い、
学生個々の言動へのアドバイスを頂く時間は設け
ていなかった。個別にフィードバックをもらうこ
との意義や目的、必要性については、今後の検討
事項の一つである。
また、今回技術として提供した身体計測と発達
評価に関して、正確な評価の為には、学生自身が
必要な知識と技術を身につけ、事前準備を行うこ
とが重要であることを学ぶ機会にもなった。学生

になるのかを改めて考えることができた」などの
［正確な評価を行うために必要な知識と事前準備］
や「子どもが好きなものを見せたり鳴らしたりし
て子どもの気をまぎらわせると、計測がスムーズ
にでき、正しく測定できるようになる」などの［正
確な評価を行うための環境作り］など、【身体計
測・発達評価の効果的な方法や工夫】についても
学ぶことが出来ており、25の記述から13のコー
ド、４つのサブカテゴリが抽出された。
さらに学生は、実際の親子に関わることで、「子

どもが母親の陰に隠れる・話しかけられると逃げ
るなどの行動から、うまく関わっていけるのか不
安になった」など［子どもの反応に伴い生じた困
難感］や「子供の顔から笑顔が見られたり、たく
さん話しかけてくれるようになって、私自身の緊
張が解けたのと同時に嬉しさがあった」などの〈子
どもの反応に伴い生じた喜び〉を経験し、〈演習で
得た小児看護への理解・意欲〉など、【体験を通し
ての実感】を得ており、26の記述から８つのコー
ド、３つのサブカテゴリが抽出された。

Ⅳ．考察
１．実際の親子と関わることでの学生の学び
学生は、実際に乳幼児とその親と関わることで、

小児看護の対象者である子どもと家族の両方の【対
象理解】【対象との関わり方】、本演習で提供した
技術に関連した【身体計測・発達評価の効果的な
方法や工夫】について多くの学びを得ていた。特
に今回は“身体計測・発達評価演習”であったた
め、〈子どもとの関わりから得た子どもに関する理
解の深まり〉に含まれる［子どもの発達の理解］
に関する記述が29と最も多かった。次に記述が多
かったのは〈子どもや家族の状況や言動に合わせ
た対応〉の［子どもの特徴を捉えた関わりの工夫］
であり、全部で100分程度という決して長い時間
の関わりではなかったが、学生は目の前にいる子
どもの特徴を捉えることの重要性や意味を実感す
ることが出来ていた。さらに「子どもってこうい
うものなのだと実感した」などの［子どもとの関
わりから実感した「子ども」の生態］に関する記
述も13あったことから、子どもとの直接的なやり
とりや観察をすることで、成人とは異なる『子ど
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って泣いたり動いたりぐずったりすることに戸惑
い対応に難しさを感じながらもケアの実際を学べ
ていた（吉川，青野，田中ら，2015）。実際の子
どもと関わることで、困難感や不安を感じること
で、演習が実体験となり、学びにつながった。
演習では、子どもの日常生活の理解と子どもと
の関係性を深める目的で、身体測定と発達評価の
前に親を対象にした面談の場を設けた。小児看護
の対象には家族も含まれ、2017年の看護学教育モ
デルコアカリキュラムにおいても、小児期にある
人々に対する看護実践能力の一つとして「成長・
発達そのものを家族とともに支える看護を実践で
きる」ことが挙げられている（文部科学省，2017）。
今回、事前に親と面談したことで学生は、［親子の
やりとりからイメージできる日常の関係性］［親と
のやりとりから理解する親の子どもへの接し方］
など、親子との関わりを通した情報収集により対
象理解を深め、子どもに合わせた関わり方をする
ことが出来たのではないかと考える。小児看護学
実習においても、共働き家庭やひとり親家庭など
で実習期間に一度も親と関わる機会がない学生も
少なくない。今回のように、学内演習で親子に協
力を得ることは、小児の対象理解のみでなく、親
子の関係性や、小児の理解を深めるためのツール
としての親へのかかわり方などを学ぶ機会にもな
った。
また、今回グループの人数を４人～５人と少な
い人数にしたことで、学生は演習に主体的に取り
組み、子どもへの関わり方や測定技術による子ど
ものリアルな反応に直面出来た。今回は、グルー
プとして活動しながらも、個人個人で体験を深め
てもらう狙いがあったこと、身体計測の項目が４
つに加え、発達評価と面談という６つ以上の実施
内容があったこと、ワールドカフェの適正グループ
人数が４人であること、リンゲルマン効果から考え
るとグループ人数が５人より増えると一人が発揮
する力が70％以下になることなどを考え、人数を
決定した。さらに、事前の準備を行う演習②にお
いて、全ての学生が必ず子どもと直接関わる機会
をもつように役割分担するように指導したことも、
学生の主体的な関わりに効果があったと考える。
しかし、演習②の授業時間が90分しか取れなか

は、身体計測や発達評価を行う中で、［子どもの反
応に伴い生じた困難感］［子どもの理解不足に関す
る予期的不安］［できなかったという学生の思い］
などの上手くいかなかった体験から、自身の未熟
さに気づき、学修の必要性を実感することが出来
た。「今後の実習で活かすことができると思う」と
記述した学生もおり、臨地実習で疾患や障がいが
ある子どもと関わる前に、正確に評価することの
重要性と技術や知識に関する事前準備の必要性を
実感したことは、臨地に向けた学生の自己学修の
動機づけになる。
さらに学生は、〈演習で得た小児看護への理解・
意欲〉〈子どもとの関わりの振り返り〉〈子どもの
反応に伴い生じた学生の感情の変化〉の３つのサ
ブカテゴリを含む【体験を通しての実感】につい
ても記述していた。学生は、子どもと家族と関わ
ったり、実際に身体測定や発達評価を行わせても
らう中で、困難や喜びを感じるという自分自身の
気持ちが揺さぶられる体験や、小児看護への興味
関心を高めていた。さらに、このような体験の実
感が、対象に合わせた関わりや看護技術の工夫を
促し、対象者に適した関わりの実践につながった
のだと考える。

２． 子どもとその家族の対象理解や関わり方の実
践能力を養う教育方法
本演習の中核的方法は、身体計測・発達評価演
習に実際の親子の協力を得たことである。学生の
最終レポートの記述から、今回開発した演習プロ
グラムは、学生の対象理解の促進と対象との関わ
り方の育成に効果があったと考えられる。
人形モデルを用いた技術演習は子どものイメー
ジ化を図る有効な教授方法であるとされ（糠塚，
平元，2004）、本学の演習においても、身体計測、
バイタルサイン測定、ハイリスク児の看護、看護
過程などの演習において低出生体重児、乳児、幼
児、学童など、発達段階が異なるモデル人形を用
いて演習を行ってきた。教員が子ども役になって
ロールプレイをしてみせることもあるが、リアリ
ティがないため、学生の事前準備は十分とは言い
難い。吉川らの論文においても、実際の乳幼児に
対して技術を行う事で、学生は子どもが人形と違
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十分に取れなかった。グループ毎に紙面に手順と
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方法で計測できないグループが複数見られた。学
生は、事前準備や技術・知識の必要性に気づいて
いたという点は評価できるが、対象者に対する看
護学生の技術レベルとしては十分でなかった。し
かし、全体コマ数が決まっている中での演習であ
るため、コマ数を増やすことは難しい。学生の能
力と準備に使える時間数などを再検討し、親子に
協力を得る当日の演習内容について再構成が必要
かもしれない。
最後に、１グループの人数を少なくすることで、

依頼する親子の人数は増えるため、協力してくれ
る親子の確保について不安があった。しかし実際
には、こちらが思っていた以上に看護学生の教育
に興味を持ち、積極的に協力してくれる親が多い
と感じた。また、ある母親は「一人っ子なので、
お兄さんやお姉さんと遊んでほしかった」と言い、
学生と手をつないで歩いているわが子を嬉しそう
に見つめていた。今回、看護学生の対象理解と関
わり方の実践能力を向上することを目的に親子に
協力を得たが、参加した子どもにとっても、普段
は関わる機会が少ない大学生とコミュニケーショ
ンをとる機会になり、親にとっては、いつもと異
なる子どもの一面を見る機会になったことは、本
演習の副次的な産物であったと考える。

Ⅴ．結論
演習を通して学生は、子どものリアルな反応に

直面し、より具体的な子どもの特性と成長・発達
段階の理解を深めていた。学生は、【体験を通して
の実感】を得られたことで【対象理解】や【対象
との関わり方】、【身体計測・発達評価の効果的な
方法や工夫】の理解につなげることができていた。
今回は学生の学びに焦点をあて分析したが、演

習に参加した親が得た思いなども分析し、学生と
家族との関係性にも着目し、演習内容を洗練して
いく。今後は講義の中で、演習の記憶を繰り返し
想起させる機会を作ることで演習の学びを定着さ
せるようにしていきたい。

って泣いたり動いたりぐずったりすることに戸惑
い対応に難しさを感じながらもケアの実際を学べ
ていた（吉川，青野，田中ら，2015）。実際の子
どもと関わることで、困難感や不安を感じること
で、演習が実体験となり、学びにつながった。
演習では、子どもの日常生活の理解と子どもと
の関係性を深める目的で、身体測定と発達評価の
前に親を対象にした面談の場を設けた。小児看護
の対象には家族も含まれ、2017年の看護学教育モ
デルコアカリキュラムにおいても、小児期にある
人々に対する看護実践能力の一つとして「成長・
発達そのものを家族とともに支える看護を実践で
きる」ことが挙げられている（文部科学省，2017）。
今回、事前に親と面談したことで学生は、［親子の
やりとりからイメージできる日常の関係性］［親と
のやりとりから理解する親の子どもへの接し方］
など、親子との関わりを通した情報収集により対
象理解を深め、子どもに合わせた関わり方をする
ことが出来たのではないかと考える。小児看護学
実習においても、共働き家庭やひとり親家庭など
で実習期間に一度も親と関わる機会がない学生も
少なくない。今回のように、学内演習で親子に協
力を得ることは、小児の対象理解のみでなく、親
子の関係性や、小児の理解を深めるためのツール
としての親へのかかわり方などを学ぶ機会にもな
った。
また、今回グループの人数を４人～５人と少な
い人数にしたことで、学生は演習に主体的に取り
組み、子どもへの関わり方や測定技術による子ど
ものリアルな反応に直面出来た。今回は、グルー
プとして活動しながらも、個人個人で体験を深め
てもらう狙いがあったこと、身体計測の項目が４
つに加え、発達評価と面談という６つ以上の実施
内容があったこと、ワールドカフェの適正グループ
人数が４人であること、リンゲルマン効果から考え
るとグループ人数が５人より増えると一人が発揮
する力が70％以下になることなどを考え、人数を
決定した。さらに、事前の準備を行う演習②にお
いて、全ての学生が必ず子どもと直接関わる機会
をもつように役割分担するように指導したことも、
学生の主体的な関わりに効果があったと考える。
しかし、演習②の授業時間が90分しか取れなか

は、身体計測や発達評価を行う中で、［子どもの反
応に伴い生じた困難感］［子どもの理解不足に関す
る予期的不安］［できなかったという学生の思い］
などの上手くいかなかった体験から、自身の未熟
さに気づき、学修の必要性を実感することが出来
た。「今後の実習で活かすことができると思う」と
記述した学生もおり、臨地実習で疾患や障がいが
ある子どもと関わる前に、正確に評価することの
重要性と技術や知識に関する事前準備の必要性を
実感したことは、臨地に向けた学生の自己学修の
動機づけになる。
さらに学生は、〈演習で得た小児看護への理解・

意欲〉〈子どもとの関わりの振り返り〉〈子どもの
反応に伴い生じた学生の感情の変化〉の３つのサ
ブカテゴリを含む【体験を通しての実感】につい
ても記述していた。学生は、子どもと家族と関わ
ったり、実際に身体測定や発達評価を行わせても
らう中で、困難や喜びを感じるという自分自身の
気持ちが揺さぶられる体験や、小児看護への興味
関心を高めていた。さらに、このような体験の実
感が、対象に合わせた関わりや看護技術の工夫を
促し、対象者に適した関わりの実践につながった
のだと考える。

２． 子どもとその家族の対象理解や関わり方の実
践能力を養う教育方法
本演習の中核的方法は、身体計測・発達評価演

習に実際の親子の協力を得たことである。学生の
最終レポートの記述から、今回開発した演習プロ
グラムは、学生の対象理解の促進と対象との関わ
り方の育成に効果があったと考えられる。
人形モデルを用いた技術演習は子どものイメー

ジ化を図る有効な教授方法であるとされ（糠塚，
平元，2004）、本学の演習においても、身体計測、
バイタルサイン測定、ハイリスク児の看護、看護
過程などの演習において低出生体重児、乳児、幼
児、学童など、発達段階が異なるモデル人形を用
いて演習を行ってきた。教員が子ども役になって
ロールプレイをしてみせることもあるが、リアリ
ティがないため、学生の事前準備は十分とは言い
難い。吉川らの論文においても、実際の乳幼児に
対して技術を行う事で、学生は子どもが人形と違
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